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はじめに 
 
レジリアンスとはあるシステムがショックを受けた際に、同じ機能、構造、フィードバック、
及び同一性を保持できるシステムの能力として定義される(Walker 2004)。レジリアンスは生態
学的、社会経済的な意味で定義されてきたが、その実践的な評価はこれからの課題である。近
年、国際開発分野での新たな展開として注目されるのは、レジリアンスの概念を生態資源に生
活を依存する途上国地域の開発問題へ応用する取り組みが始まったことである(Perrings, 2006; 
Mäler, 2008; UNDP, UNEP, WB, WRI, 2008; ICRISAT, 2010)。またアカデミックコミュニティにお
いてもレジリアンスは持続可能性を達成するための重要な要素のひとつとして考えられている
(ICSU, 2010)。 
特にサブサハラ・アフリカの半乾燥熱帯地域では、伝統的な農村コミュニティは生態資源に
強く依存して生業を営んでおり、貧困と資源荒廃が問題となっている。植生や土壌などの生態
資源は人間活動に対して脆弱であるため、天水農業に依存する人々の生活は環境変動に対して
脆弱であり、人間社会および生態系が環境変動の影響から速やかに回復すること（レジリアン
ス）が発展の鍵となる。レジリアンスの概念に関する議論は過去 10 年間に盛んに行われたも
のの、途上国の農村世帯のレジリアンスに関する実証研究は非常に少なかった。 
「社会生態システムの脆弱性とレジリアンス」（レジリアンスプロジェクト）ではザンビア
の農村地域における定性的・定量的レジリアンス実証研究のアプローチを提案した（梅津他、
2010）。レジリアンスの構築を実践的にするために、半乾燥熱帯地域の農村世帯の人間の安全保
障という文脈でレジリアンスを考えることが、重要と考える。本プロジェクトでは、旱ばつ、
洪水、そして社会変動などの環境変動に対するレジリアンスを考える。また食料供給、食料消
費、健康状態、農業生産、生業のレジリアンスを考える。最後に、人間の安全保障―すなわち
生存、生業、尊厳（人間の安全保障委員会事務局 2003）のためのレジリアンスを考える。 
本稿の目的はプロジェクトで実践するレジリアンス実証研究のアプローチを概観し、社会
生態システムの連関に注目して研究の成果を要約するものである。 
 
レジリアンス実証へのアプローチ 
 
旱ばつや洪水が起こった緊急時には、生存を維持するための食料確保が世帯とコミュニテ
ィにとっての最重要課題となることから、半乾燥熱帯地域の自給的農村世帯にとっての社会・
生態システムのレジリアンスとは、環境変動に対する、農村世帯の生存を維持する食料消費と、
食料生産と生業のレジリアンスを考えることに他ならない。研究対象とする環境変動は主に旱
ばつ・洪水などの災害などによって地域やコミュニティが一様に被る共通のショック(covariate 
shock)である。 
レジリアンスプロジェクトでは、4つのテーマが相互に協力しながら、さまざまなアプロー
チでレジリアンスを研究している。レジリアンス解明への実証的なアプローチとしては、農村
世帯の食料消費と生業が旱ばつや洪水等のショックから回復するメカニズムや速度を中心とし
てレジリアンスを研究する（図 1）。具体的にはテーマ１ではメイズ収量から落ち込みの程度を
把握する。テーマ 2では食料消費・体重・皮下脂肪の回復からその速度を見る。テーマ 3では
どう落ちたか、落ちないか、またどう回復したか、どのくらいの回復手段を持つかを定性的に
解析し世帯間の違いを比較する。テーマ 4では時空間的に見た農村世帯の土地などの資源利用
や土地被覆の可視化を行なう。加えて、レジリアンスの時空間的相違と、歴史的な変動に注目
した調査も行われている（Evans et al., 2010）。また、インド洋津波などの大規模な災害におい
ては、社会生態システム(Social-Ecological System: SES)は別の状態へ移行する可能性もあり得る。 
 
 
 
社会生態システムの連関とレジリアンス 
 
図 2はレジリアンスプロジェクトの調査項目とレジリアンスのインディケーターと要素を
示している。またこの図は旱ばつや洪水の常襲地帯での降雨、食料供給、食料消費、健康、生
態系サービスの連関を示している。ここで考える社会生態システムとは、人間活動と密着した
農業生態システムである。雨量や社会変動などの環境変動（何に対するレジリアンスかを示す）
は青で示されている。レジリアンスのインディケーターである食料供給、食料消費、食料生産、
健康状態（何のレジリアンスかを示す）はオレンジで示されている。要素をつなぐ矢印はプロ
ジェクトの作業仮説を示している。プロジェクトの目的は、レジリアンスのインディケーター
を検証することのみならず、この矢印の有無や強弱を明らかにすること、そして何がレジリア
ンスの要素や条件になっているのかを解明することにある。 
調査地はザンビア南部州・シナゾングェ県とチョマ県の３サイトである。調査地の住民で
ある低地トンガ(Valley Tonga)人は 1959 年のカリバダムの建設に伴う強制移住という大きな社
会的政治的変動にさらされた(Colson, 1960; Scudder, 1962, 2010)。サイトＡはカリバ湖岸で平地
であり、カリバダム建設以前からの旧村と移住村が隣接する。サイトＢは斜面が多い丘陵地で
あり、1980年代以降の移住村である。サイトＣは３地区の中でも最も標高が高い高地平原の端
に位置し、旧村である。 
 
雨量変動から穀物生産へ 
雨量の変動などによる環境変動によって、農地からの収穫量が変動し、直接的に農民世帯の食
料供給可能性と消費（生存）に影響を与える（図２）。ザンビア南部州における過去の降雨量デ
ータによれば、1991/1992, 1994/1995, 2001/2002, 2004/2005年農作期に大きな旱ばつが発生して
いる(Zambia Meteorological Department)。少雨の年はエルニーニョ年と、多雨の年はラニーニャ
年と重なる傾向にある（Yatagai 本報告書）。降雨量はザンビアの主な主食であるトウモロコシ
生産高と農村世帯へ、直接的に影響を与えてきており、南部州の貧困層の割合は、1991/1992
年雨期の厳しい旱ばつ直後に 1991年の 79%から 1993年の 86%にまで上昇した。その後、貧困
層の絶対数は 2002 年までは減少したものの、近年の旱ばつにより増加傾向が見られる 
(Thamana 本報告書)。この地域では旱ばつが主な気候ショックであるものの、過去 3 度の農作
期 2007/2008, 2008/2009, 2009/2010は調査地で年平均よりも多い降雨量を記録した。降雨量の季
節変動は 3雨期とも異なっていた (Kanno et al. 本報告書)。トウモロコシの播種時期を人為的
に遅くする実験では、収量の低下が認められ、世帯は最適な播種の時期を選択していることが
分かった(Shimono et al., 本報告書)。トウモロコシ収量は南部州では地形や温度によって影響を
受け(Miyazaki et al., 2010)、東部州では火入れによるバイオマス量によって影響を受けていた
(Shinjo et al., Miura et al., Sokotela et al., 本報告書)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
記録的豪雨による世帯の農業生産・食料消費・健康指標への影響 
2007年 12月 29日に激しい雨が南部州シナゾングェ郡を襲った。シナゾングェ郡の平均降
雨量は 694.9mm (Saeki et al., 2008)であるが、サイトＡ，Ｂ，Ｃの中でサイトＡの週降雨量は雨
量計平均で 473 mmを記録し、この地域のトウモロコシ畑に大きな被害を与えた。被害は 3ヶ
所の調査地の中ではサイトＡで最も大きく、この豪雨のあと、被害を受けた畑のうち 30%の畑
は放棄され、54%の畑ではトウモロコシの再播種が行われた。サイトＣではトウモロコシから
サツマイモへの作付け転換が行われた。起伏の大きいサイトＣでは農地の位置が雨量の変動を
ある程度緩和していることが示された(Miyazaki; Yamashita; 本報告書)。豪雨は結果として 2008
年の収量低下となって、農家世帯構成員の食料消費、健康指標の低下をもたらした。調査地住
民のエネルギー摂取量の 8割は主にトウモロコシなどの穀物に依存していることが食料調査の
結果明らかとなった（Kon et al., 本報告書）。調査世帯の児童は、年齢に対して低身長ではある
が、栄養状態はアメリカ標準値と比較すると良好であった（Yamauchi et al. 本報告書）。週単位
の長期聞き取り調査によって、カロリー摂取量が豪雨の直後に減少し、その後ゆっくり回復し
ていたことが示された。体重も食料消費の低下とともに低下した。この軌跡が食料消費の回復
速度によるレジリアンスの定量分析の基となった。ほとんどの世帯は雨量ショック後の食料消
費の回復に１年以上を要しており、特に貧困層の消費は雨量のショックに影響を受けやすいこ
とが示された。2008年のトウモロコシの収量低下は翌年収穫期直前の食料価格の高騰として現
れ、貧困層を直撃した (Sakurai et al. 本報告書)。 
 
豪雨ショック後の食料消費と生業回復のための対処行動 
世帯の農地からの食料供給が減少すると、世帯主はあらゆる手段を駆使して世帯の食料を
確保しようとする。この場合、所有する現金が特に主食の消費平準化にとって非常に重要な役
割を果たしていた(Kitsuki and Sakurai 本報告書)。豪雨のあとにいくつかの世帯が野菜、家畜、
家禽の販売等全く新規の現金獲得活動に着手していたことからも現金の重要性は示される
(Miyazaki 本報告書)。資産としての農家世帯の牛保有数の分析から、貧困農民は牛を売らずに
消費を低下させる傾向にある一方、富裕農民は牛を売って消費を平準化していることが分かっ
た (Miura et al. 本報告書）。サイトＡとＢにおいて豪雨の後、消費を低下させるのみならず、
再播種などのために農業労働が長時間に及んでいることも確認された。またこの時期には児童
の労働時間も多くなっており、教育への影響が懸念される(Nasuda et al., 本報告書)。農業生産
が世帯の食料供給に不足する場合は、世帯構成員は賃労働などの非農業活動に従事して食料を
世帯に供給し生活を維持する。旱ばつや洪水による被害が生じた場合、援助機関による食料配
給システムや資源へのアクセスを確保する地域の組織や制度は世帯の生存と維持にとって重要
である。しかし、援助機関による食料配布の時期は必ずしも必要性に合っていない場合も見う
けられた(Matsumura 本報告)。食料援助のような組織化されたシステムに加え、親戚や友人等
の社会ネットワークが重要な役割を果たしている。近年、現金や物品などを親元や親戚へリク
エストする際に携帯電話が活用されるケースが観察されている (Ishimoto 本報告書)。 
旱ばつ年に食料生産が低下したとしても、農村世帯はさまざまな対処戦略や代替の経済活
動を駆使してショックから回復しようとする。加えて、地域レベルでの資源や生業の動態が生
存と生業を維持するためにレジリアンスの源となる。生態系サービスはさまざまな資源を地域
のコミュニティに供給する。例えば、農業生態システムは食料を供給し、湖沼生態システムは
漁業資源を供給し、森林生態システムは救荒作物、エネルギーとしての薪、生活用水、建設資
材などを供給する。 
事前および事後のリスク対処戦略として、資源アクセスへの選択肢が多様であることがレ
ジリアンスの重要な要素のひとつとなっている (島田, 2009; Thamana 2007)。本報告書の中で石
本は、レジリアンスを能力、資産、外的ショックの３要素で説明し、さらに能力を事前的適応
能力と事後的対処能力に分けている。資源へのアクセスは農業から牧畜、農業から非農業など
さまざまな生業形態間の生業の代替を通して行われる。また市場、社会的組織・制度などを介
したり、社会的ネットワークも資源のアクセスには重要である。アフリカの農村世帯は、自然
災害のリスクのみならず、社会経済リスクにもさらされている。グローバライゼーションによ
る換金作物の国際価格の変動、政治的な変遷、補助金や税金、土地所有制度や農業政策の変化
など社会経済リスクへも対処しなければならない。伝統的資源アクセスのシステムから新しい
システムへの移行にはいくつかのチャンネルの衰退と簇生（そうせい）が見られた（島田, 本
報告書）。 
 
地域を一様に襲うショックとしてのインド洋津波 
インド洋津波などの災害は、地域やコミュニティが一様に被る共通のショックである。2004
年 12月 26日に発生した津波はインド洋沿岸に多大な被害をもたらした。津波という激しい自
然災害（ショック）に対して社会生態システムはどのように回復したのであろうか。インド洋
沿岸で最も被害が大きかったインド・タミルナド州・ナガパッティナム郡では、津波の翌年の
モンスーンによる降雨によって津波によってもたらされた塩類が農地から流されたため、農地
の回復は１年から１年半程度であったが、人間活動としての農業システムへの介入も重要であ
った(Kume et al., 2009; Kume 本報告書)。農地の回復は迅速であったものの、社会システムの回
復には３年を要したことが長期の世帯調査から明らかになっている。その回復には労働市場の
存在が重要な役割を果たしていた（Umetsu et al., 本報告書）。 
 
レジリアンスを包括的に考える 
 
本報告では、プロジェクトにおけるレジリアンス解明への実証的アプローチの研究成果を
概観した。半乾燥熱帯域の農村世帯の生業という文脈でレジリアンスを考える。対象となるの
はザンビア南部の旱ばつ常襲地帯の農村世帯であり、彼らの生存と生業である。特に注目する
のは、旱ばつや洪水など環境のショックを受けた後の食料消費、食料供給、そして生業の回復
である。その時に明らかなことは、人々の生活の営みの中で社会生態システムのレジリアンス
を包括的に捉えることの重要性である。すなわち、レジリアンスは回復すること（速度・レベ
ル）であり、回復の軌跡（どのように戻るのか）であり、回復するメカニズム（何がドライバ
ーなのか）であり、その他にも回復するための能力・学習による自己組織力やそれらを発揮す
ることの出来る組織・制度などの総体として考えるべきである。 
レジリアンスは自然資源管理に対する異なるアプローチへの扉を開く可能性を持つ概念で
ある(Resilience Alliance 2007)。農村社会の持続性を考える際には、個々の世帯のレジリアンス
はその地域コミュニティ全体のレジリアンスの基盤となる。レジリアンスとはさまざまなレベ
ルでの持続的な社会を構築するために社会が獲得すべき基本的な能力の一つであろう。 
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